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〔駒沢女子大学 研究紀要 第13号 ｐ.223～239 2006〕
2005年度卒業制作に見る、卒業生 Iによるアニメーションの方法
森 田 和 夫









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ンコード（6mm）、バ ン コ ー ド（3
mm）、輪ゴム束）
３ モーターを固定するためカメラの右
横部にくの字型の金属板をねじ止めした
小型万力を取り付け、金属板にモーター
を固定した。
４ 挟んで固定する小型万力の取り付け
が不安定なため、鉄板で三脚とカメラの
間に挟み込んで固定する仕組みを作る。
５ モーターは単三乾電池四本で駆動す
る。電池パックとモーターを繋ぐプラグ
のハンダ付け。
６ カメラの巻き取り軸とモーターの出
力軸それぞれにプーリーを取り付ける。
７ バンコードをモーターの出力軸と巻
き取り軸の距離の二倍の長さに切断し、
両先端を溶かして接続する。
８ 試作品を動かしてみる。
結果は失敗であった。せっかく出したトルク
なのだが、プーリーの接続状態が悪く空回りし
てしまうのである。この後石橋は、しばらくプ
ーリーの取り付けに翻弄される。
構想２とその実行
１ プーリーとシャフトの間に流動性の
強い陶器用のパテを流し込み固定を図る。
結果：液体を流し込んだため、中心から
均等に間隔を埋めることができず、再び
空回りする。
構想３とその実行
１ モーター側の軸は直径3.15mmな
ので、内径が3mmのような切りのいい
数字のパイプは入らない。仕方ないので
直径7mmの軸受けの太さにプーリーを
ヤスリで削り金槌でたたき入れる。
２ カメラ側はパテの代わりに直径4
mmのパイプの内側を削ってねじを差
し込むことにする。
結果：プーリーは、フィルムが入ってい
ない状態ではうまく動作した。しかしフ
ィルムを巻き上げるにはモーター自体の
力がなく、ベルトが空回りする結果とな
った。
構想４とその実行
前回まで3vだったモーターを、12vま
で耐えられるものに変更する。
１ モーターと電池間のケーブルを太い
ものと交換する。また電池もマンガンか
図３ カメラとモーターを固定するための外枠
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らオキシライドに変更し、本数も３本か
ら６本に増量する。
２ オンオフをプラグの抜き差しで行っ
ていたが、ハンダ部分が切れやすいので
スイッチを取り付ける。
３ 12vのモーターは3vのものより高
さが10mm高いので、モーターボックス
を改造し、ギアの径も広げる。
結果：モーターボックスを改造したこと
で、ギア同士のかみ合いが悪くなる。
構想５とその実行
ギア自体の変更およびプーリーによる
駆動をやめ、ギア同士で力を伝える仕組
みを作る。
１ 遊星ギアボックスセットを使用する。
以前のギア比が１：168だったのに対し、
１：400のトルクが出る。
２ モーターにギアを固定する。
軸の径が合わないため、金属パイプの
内径を削り、異型インラインカラーで接
続する。
３ カメラ側の軸も異型インラインカラ
ーで接続する。
４ カメラとモーターを固定するための
外枠（図３）を作る。
結果：フィルムを巻き上げることは可能
になった。しかし、ギアがかみ合うとき、
お互いの力でお互いのギアを押してしま
い、カメラ側の軸が歪んでしまう。
構想６とその実行
インラインカラーによる接続部をなく
し、ギアを安定させる。
１ 4mmの内径の金属ギアはないので、
市販されている内径3mmの金属ギアに
合うようにシャフトを削る。シャフト自
体の長さも短くして安定させ、箱のサイ
ズも小さくする。
結果：前回よりも振動が減り、比較的ス
ムーズに巻き上げられるようになった。
そのため、カメラを固定していた L字金
具は必要なくなった。
構想７とその実行
実際にモーターを回して巻き取れるか
を確認する。
結果：フィルムが巻き終わる最後の所で
ロックが掛かり、フィルムがボロボロに
なってしまった。
考察：フィルムが破れる理由について考
える。
１ 爪にパーフォレーションが強く食い
込んで、最後の部分が巻き取れない。
２ 巻き取りの途中でロックが掛かり、
無理矢理巻き取ってしまうため破れてし
まう。
検証：裏蓋を開けたままフィルムが巻き
取られる様子をビデオで記録し、原因を
調べる。
結果：巻き取りの最後の部分で、フィル
ムが爪から綺麗に取れていることから、
原因は考察２の巻き取り中にロックが掛
かるためと判断。撮影時にロック解除ボ
図４ ギア変更後のカメラ
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タンに消しゴムをつめ、ロックが掛から
ないようにする。
目処がついた所で外枠にニスを塗り、「機能す
るスリットカメラ」の第一号機は完成した。以
上の作業の過程の中で、スリットそのものの製
作作業も同時進行した。スリットは洋白板に黒
染め加工を施したものであった。制作ノートに
は金属の黒染めの工程についても詳細に述べて
いる（図５）。
2・3 テスト撮影
2・3・1 露出の計測
適正露出を得るために、スリットを通過する
フィルム速度からシャッタースピードを割り出
す必要があった。石橋は、フィルムの走行状態
を裏蓋を開けたまま DVカメラで記録し、その
タイムコードからフィルム一コマ分のスリット
を通過する秒数を割り出した。フィルムが巻き
取られるに従って巻き取り軸は徐々に太くなり
走行スピードは増すのだが、フィルムがスリッ
トを通過する速度は、フィルムのコマ１枚目（１
秒８フレーム）と２４枚目（０秒29フレーム）
の差はわずかに９フレームなので、一コマ分の
通過スピードをほぼ１秒と見なした。スリット
幅は１ミリに設定してあるので、これを一コマ
分の長さ36ミリで割った値がシャッタースピー
ドになる。従って、露出を計る際には、およそ
１/30秒のシャッタースピードを目安に絞りを
決定した。
2・3・2 フィルム走行カウンター
巻き取り撮影の際、フィルムの走行状態を知
る目安となるよう、フィルムの走行カウンター
を作り装着した。走行カウンターの構造は、巻
き取り軸に取り付けた歯車にドリルで穴をあけ、
同じ径のボルトを通し、一回転ごとにそれで金
属バネに取り付けられた鈴を弾くというもので
ある。24枚撮りのフィルムが巻き終わるまで巻
き取り軸は20回転する。実際の撮影では、モー
ター音が大きく鈴の音は聞こえなかったが、金
属バネそのものが弾かれることで走行状態を知
ることができた。
2・3・3 テスト撮影
テスト撮影は主に自動車など、動く対象を被
図５ 黒染め工程
図６ カメラの露光部に装着したスリット
（スリット幅は１mm）
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写体として行われた。制作ノートには以下の撮
影サンプルが添えられている。
「車」（05.9.24）撮影場所：中目黒、天候：台
風、絞り11、ISO400、コダックスーパーゴール
ド、シャッタースピード1/30
「車(1)」（05.9.25）撮影場所：赤堤、天候：曇
り、絞り11、ISO400、コダックスーパーゴール
ド、シャッタースピード1/30
「車(2)」（05.9.25）撮影場所：赤堤、天候：曇
り、絞り11、ISO400、コダックスーパーゴール
ド、シャッタースピード1/30
「タバコ」（05.9.25）撮影場所：赤堤、天候：曇
り、絞り11、ISO400、コダックスーパーゴール
ド、シャッタースピード1/30
「階段」（05.9.27）撮影場所：下高井戸駅、天候：
曇り、絞り5.6、ISO400、コダックスーパーゴー
ルド、シャッタースピード1/30
「ろうそく」（05.10.2）撮影場所：自宅、光源：
ろうそくの炎のみ、絞り2.8、ISO1600、フジナ
チュラ1600、シャッタースピード1/15
「赤堤車」（05.10.2）絞り5.6、ISO400、フジプ
ロビア400F、シャッタースピード1/30
「魚」（05.10.2）絞り5.6、ISO400、フジプロビ
ア400F、シャッタースピード1/30
「道玄坂走る」（05.10.3）撮影場所：道玄坂、天
候：曇り、絞り5.6、ISO400、コダックスーパー
ゴールド、シャッタースピード1/30
「道玄坂回る」（05.10.3）撮影場所：道玄坂、天
候：曇り、絞り5.6、ISO400、コダックスーパー
ゴールド、シャッタースピード1/30
図７は、撮影者石橋が自らカメラを持ち、回
転しながら撮影して得た画像（上記「道玄坂回
る」）の部分である。このように、被写体が静止
したものの場合は撮影者が動けば良い。
2・4 展示形式
当初石橋は、撮影したフィルムを展示におい
てどう見せるかという問題についてのみ考えて
いた。そのため三本の現像済みロールフィルム
を長い状態のままセットできるライトボックス
を自作した。このライトボックスは大学院受験
次においてのポートフォリオとしても威力を発
揮するわけであるが、それはやはり撮影結果の
提示に過ぎず、映像作品としては不完全なので
ある。
そこで、フィルムをゆっくりとスクロールし
ながら DVカメラで撮影し、ビデオプロジェク
ターで上映する方法を試みた。この表現が意味
的には誤りではないのであろうが、物足りなさ
を払拭することはできない。パーフォレーショ
ンの一目ずつを掻き落とすような機構を作る事
ができるならばそれがベストなのであろうが、
それは35mm映写機そのものを創ろうとする
に等しい。ならば少なくともパーフォレーショ
ンを敢えて意識することによって、それは擬似
的ではあるが、フィルム触感を体験できないの
だろうか。石橋はそのように考え、フィルムの
パーフォレーションを一目ずつ移動させ、デジ
タルカメラで複写する装置を作り、複写した静
止画像のすべてを一枚ずつディゾルブしながら
繫ぎ込むという作業をやってのけた。これが石
橋の、映像作品としての卒業制作の最終的な形
である。この形式での作品は三本作られた。
図７ カメラを回転させて撮影
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2・5 作品のサウンドコンセプト
自作を何度も繰り返し見ているうちに、石橋
は音のない作品に対し飽き足らぬ思いに駆られ
る。試行錯誤の結果として、石橋は音を着ける
ことを決意するのだが、その音は既成のもので
あってはならなかった。制作ノートには音つい
ては述べられていなかったので、石橋にインタ
ビューしたところ、音作りのコンセプトとして
その時の心境を箇条書きにしてくれた。
１ 映像作品が平面的である。
２ 自分が客観的にこの作品を見たとき
に、その作品に包み込まれる何かがあっ
て欲しい。
３ 時を超えるときにある音（飛行機の
離発着音）がワクワクするのはなぜか。
４ ステレオであることから、音量を調
節したときに、右から左に空間を感じる。
一本目の作品：飛行機の発着の音
二本目の作品：飛行場の待合室の音
三本目の作品：木を叩く音、スリットカ
メラの駆動音
出現する音と、出現しない音。出現する
被写体と、出現しない被写体。
跋
石橋は、以上の結果として出来上がった卒業
制作作品を、広島市において隔年開催される国
際的なアニメーションのコンペティションであ
る「第11回広島国際アニメーションフェスティ
バル2006」（実行委員会・広島市・広島市文化財
団主催╱国際アニメーションフィルム協会
ASIFA公認）に応募した。同実行委員会は石橋
の作品を高く評価し、学生部門優秀作品の参加
上映を決定した。世界58カ国から集まった総数
1,764作品の中から、180本の学生優秀作品が選
出されたが、うち日本人学生選出者は、わずか
10人に過ぎない。我がゼミ生ではあるし、ここ
は慎ましく気持ちを抑えるべきであろうが、快
挙であると、私は敢えて言おう。石橋は現在武
蔵野美術大学大学院修士課程に進学し、このテ
ーマでの研究に勤しんでいる。カメラも、キャ
ノン技術顧問の寺垣武氏の協力を得て、図８に
観るようにシンプルになった。
「アニメーションは、動きを描く芸術である」
いみじくもマクラレンはそういい残した。その
新しいアプローチの片鱗（それはまだ予兆に過
ぎぬとはいえ）が姿を見せたが、彼はすでにこ
の世を去ってしまっている。もはやアドバイス
を頂くことはできない。ならば石橋自身がマク
ラレンになるしかない、ではないか。
図８ 2006年９月現在の石橋式スリットカメラ
（寺垣武氏製作）
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